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生活産業情報 
単  位  数 ２単位 

学科・学年・学級 生活情報科・２学年・生活コース 

 
１ 学習到達目標等 

学習の到達目標 

・情報処理に関する基本的な技術や知識を身につけ，実生活の中で活用できるよう
になる 

使用教科書・副教材等 
生活産業情報（実教） 
日本情報処理検定協会主催問題集 

 
２ 学習計画及び評価方法等 
 (1) 学習計画等 

学 

期 

学 習 内 容 月 

学習のねらい 
評価基準 

備考（学習活動の特記事

項他） 

考
査
範
囲 

第 
 

１ 
 

学 
 

期 

第５章 各種アプリケーション
の基本操作 

（１）文書作成ソフトの利用 
 
 

４ 
 
５ 
 
６ 
 
７ 
 

 
・パソコンの基本的な操作ができ
るようになる 

・文書の入力ができるようになる 
・文書作成を効率よく行うことが
できるようになる。 

 
 

 
 
 
日本語ワープロ検定 

中
間
考
査 

期
末
考
査 

【課題・提出物等】 

 問題集から文書を作成し提出する。 

【第１学期 の評点方法】 

※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

第
  
２
  
学
  
期 

第５章 各種アプリケーション
の基本操作 

（２）表計算ソフトの利用 
 
 

９ 
 
10 
 
11 
 
12 

 
・表計算ソフトを用いて，データ
ベースの作成や処理方法を理解
し，技術と知識を身につける。 

 

 
情報処理技能検定（表
計算） 

中
間
考
査 

期
末
考
査 

【課題・提出物等】 

表計算問題 

【第２学期 の評点方法】 

※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 
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第

３

学

期 

（３）プレゼンテーションソフト
の利用 

 
 

１ 

・プレゼンテーションソフトを用
いて，自分の持っている情報を
他者へわかりやすく正確に伝え
られるプレゼンテーション技術
を身につける。 

 

プレゼンテーション作

成検定 

学

年

末

考

査 

【課題・提出物等】  

ファイル 自作のプレゼンテーション 

【第３学期 の評点方法】 

※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

【年間の学習状況からの評価方法】 

※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。 

 

 

(2)評価の観点，内容及び評価方法 

皆さんの学習状況は，「知識・技術」，「思考・判断・表現」，「技能」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つ

の観点で評価します 

評価の観点及び内容 評価方法 

知識・技術 
 生活産業情報に関する基礎的・基本的な知識を身につ

け，理解している｡ 

・ 定期考査 

・ 授業で使用するプリント 

思考・判断・表現 

情報収集や活用における基本的な知識を身に付け，そ

れらを実生活のなかで活用することができている。 

 

・ 実習における作業の状況 

・ 定期考査 

・ 授業で使用するプリント 

・ 課題のまとめの仕方 

主体的に学習に 

取り組む態度 

情報処理に関する関心を高め，必要な知識と技術を進

んで習得し意欲的に活用しようとしている。 

・ 学習活動への参加の仕方や態度 

・ 実習への参加状況 

・ 課題に対する取り組み 

・ 授業で使用するプリント 

 

３ 担当者からのメッセージ 

確かな学力を身に付けるため

のアドバイス 

・キーボードを見ずにタッチができるように意識しながら実習に取り組みましょう。 

・学習内容の到達目標として日本語ワープロ検定の３級または準 2 級受験に挑戦しま

しょう。 

授業を受けるに当たって守っ

てほしい事項 

・授業に遅れないこと。 

・忘れ物をしないこと。 

・わからないことは積極的に質問すること。 

その他 

パソコンを使って文書作成やデータ処理など，基本的なソフトの使い方をしっかり

と身につけましょう。また，プレゼンテーションソフトを使って作成し発表すること

をとおして，表現方法を学びましょう。 
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保育基礎 
単  位  数 ３単位 

学科・学年・学級 生活情報科 ２年 生活コース 

１ 学習到達目標等 

学習の到達目標 

１保育の意義や方法，子どもの発達や生活の特徴など保育に関する知識と技術を習得する 

２子どもの健全な成長を図る能力と態度を習得する 

３保育に関する課題を見つけ，解決する力を習得する 

使用教科書・副教材等 
実教 

「保育基礎」 学習ノート 

２ 学習計画及び評価方法等 

（１）学習計画等 

学 

期 

単 元 名 

学 習 内 容 
月 

学 習 の ね ら い 

評 価 基 準 

備 考  

（学習活動

の特記事項

他） 

考

査

範

囲 

第 
 

１ 
 

学 
 

期 

第１章  子どもの保育 

 

１ 保育の意義 

 

２ 保育の方法 

 

３ 保育の環境 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 子どもの発達 

１ 子どもの発達の特性 

 

２ 子どものからだの発育 

 

３ 子どもの心の発達 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

・保育とはどういうことか，なぜ保育について学ぶのか，

考える 

・人の一生のなかで乳幼児期の持つ意味と重要性を理解

する 

・乳幼児期の発達課題を理解する 

・子どもの発達が他者とのかかわりによって促されるこ

とを理解する 

・子どもの成長が様々な環境とのかかわりによって促さ

れることを理解する 

・子どもがどういう存在であったのか，どのように考え

られていたのか理解する 

 

・発育・発達・成長の意味と関係について理解する 

・乳幼児期の身体の発育の特徴について理解する 

・発達の共通性について理解するとともに，個人差があ

ることを理解する 

・乳幼児期の発達の様子と，周囲の人間関係とのかかわ

りについて考える 

・乳幼児期の心の成長には愛着が重要であることを理解

する 

・子どもの人格形成に周囲の大人が影響していることを

理解する 

 

 

１
学
期
中
間
考
査 

１
学
期
期
末
考
査 

【課題・提出物等】 

・課題の提出 

【第１学期の評価方法】 

※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

第 
 

２ 
 

学 
 

期 

第３章 子どもの生活 

 

１ 子どもの生活と養護 

 

２ 生活習慣の形成 

 

 

 

 

 

 

３ 健康管理と事故防止 

 

 

 

 

７ 

 

 

９ 

 

 

10 

 

11 

 

12 

・乳幼児の生活の特徴と適切なあり方について，実習を

通して理解を深める 

・子どもが健康的な生活を送るための大人の役割につい

て考える 

・乳幼児期に必要な栄養と食生活の特徴について知り，

食事が生活習慣の確立や心の発達に大きな影響を持っ

ていることを知る 

・乳幼児に適した衣服の素材や形を知り，寝具やおむつ

の使い方を理解する 

・子どもにとって遊びがどのような意味を持つのかを考

える 

・子どもにとって良い遊びはどのようなものか考える 

・子どもの病気の特徴や住まいの中の危険を理解する 

・子どもの健康を守るための保護者の役割を知る 

 

 

乳幼児向け

の食事作り 

 

 

紙おむつを

使った実習 

 

幼児向けの

おもちゃ製

作実習 

 

２
学
期
中
間
考
査 

２
学
期
期
末
考
査 
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【課題・提出物等】   ・作品，課題の提出 

【第２学期の評価方法】  

※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

第 

３ 

学 

期 

第４章 子どもの文化 

1 子どもの文化の意義と支

える場 

2 子どもの遊びと表現方 

法 

 

第５章 子どもの福祉 

1 子ども観 

2 子どもの福祉 

3 子育て支援 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

・家庭環境，社会環境，自然環境について具体的に考

える 

・乳幼児の基本的欲求や社会的欲求に着目し，心身の

発達に応じた保育について考える 

・家庭保育と集団保育の特徴を理解する 

 

・児童福祉に関する基本的な法律と制度を理解する 

・近年の子育て支援に関する施策について考える 

壁面構成製作

実習 

 

外遊び実習 

 

 

 

 

 

学
年
末
考
査 

【課題・提出物等】 

・課題の提出 

【第３学期の評価方法】 

※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。 

【年間の学習状況からの評価方法】 

※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。 

 

（２）評価の観点，内容及び評価方法 

皆さんの学習状況は，「関心・意欲・態度」，「思考・判断・表現」，「技能」及び「知識・理解」の４つの観点で評

価します 

評価の観点及び内容 評価方法 

知識・技能 

・乳幼児の生活および発育発達の様子等，保育に関

する基礎的･基本的な知識を身につけているか。 

・保育に関する基礎的，基本的な技術を身につけて

いるか。 

・定期考査 

・学習活動への取り組みや態度 

・課題に対する取り組み 

・授業で使用するプリント 

思考・判断・表現 

・子どもを取り巻く社会の問題について理解し，身

近なものから主体的に解決するために思考を深

め，適切に判断し，工夫し創造する能力を身につ

けているか。 

・自分の意見や学習したことをまとめたり，発表し

たりすることができるか。 

・定期考査 

・授業で使用するプリント 

・課題や作品 

・発言や発表の仕方と態度 

・課題のまとめの仕方 

主 体 的 に 学 習 に 

取 り 組 む 態 度 

・子どもや保育について興味・関心をもち，授業に

積極的に取り組んでいるか。 

・実習における作業の状況 

・課題や作品 

・授業で使用するプリント 

【観点別学習状況の評価】 

 「十分満足できる」状況と判断されるもの･････････Ａ 

 「おおむね満足できる」状況と判断されるもの･････Ｂ 

 「努力を要する」状況と判断されるもの･･･････････Ｃ 

 

３ 担当者からのメッセージ 

確かな学力を身に付けるため

のアドバイス 
・ １時間１時間を大切に，しっかりと取り組んで欲しい。 

授業を受けるに当たり守って

ほしい事項 

・ 教科書，学習ノート等，学習に必要なものをを忘れないこと。 

・ 課題の提出期日は厳守する。 

その他 

・自分が育ってきた過程を知り，命の大切さを感じ，将来，職業人または家庭人とし

て育児に携わることがあると思われるので，この教科でしっかりと学び，将来に生か

して欲しい。 
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ファッション造形基礎 
単 位 数 ４  単 位 

学科・学年・学級 生活情報科２年（生活コース） 

 

１．学習の到達目標等 

学習の到達目標 

１ 被服構成の基礎，構成技法，被服材料の特徴などに関する知識と技術を習得させ
る。 

２ 洋服の製作に関する理論と技術を習得させる。 

使用教科書・副教材等 

教科書：「ファッション造形基礎」（実教出版） 

副教材：家庭科問題集 被服編（全国高等学校家庭科教育振興会） 

 

 

２ 学習計画及び評価方法等 

（１）学習計画等 

学

期 
学 習 内 容 月 

学 習 の ね ら い 

評 価 規 準 

備 考 

(学習活動の特記事項他) 

考査

範囲 

 

１ 

 

 

学 

 

 

期 

１章 衣服の構成 

２節 立体構成 

 

１章 衣服の構成 

 １節 人体と衣服 

２章 衣服の素材 

 １節 衣服素材の種類 

２節 衣服素材の性能と

種類 

３章 洋服の製作 

２節 ブラウス・シャツ

の製作 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

・ 立体構成における特徴を理解し，

平面構成との違いを理解する。 

 

・ 着用目的や個性，季節にふさわ

しい被服材料の素材や色，柄につ

いて考える。 

 洋服における基本的技法を学び，

その効果について理解する。 

・ 洋服製作に関する基礎的な知識･

技能を修得する。 

・ 作品に応じた適切な仕上げ方が

できる。 

 

 

 

 

 

中
間
考
査 

期
末
考
査 

【課題・提出物等】 

・作品，課題の提出 

【第１学期の評価方法】 

 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的

評価を行う。 

 

２ 

 

 

学 

 

 

期 

 

 

 

 ３章 洋服の製作 

２節 ブラウス・シャツ

の製作 

 

３章 洋服の製作 

２節 スカート製作 

 

 

９ 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

・ 学習し修得した知識と技術を生 

かし，洋服製作ができる。 

 

 

・ 着用者の寸法で原型を描くこと 

ができる。 

・ 仮縫いと補正の方法と意義を理 

解する。 

家庭科技術検定被服

製作洋服２級 

中
間
考
査 

期
末
考
査 

【課題・提出物等】 

・作品，課題の提出 
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【第２学期の評価方法】 

 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括

的評価を行う。 

３ 

 

 

学 

 

 

期 

 ３章 洋服の製作 

２節 スカート製作 

 ３節 着装 

 

１ 

 

２ 

 

３ 

・ファスナー，ホックつけなど，洋 

服製作の技術を習得する。 

・製作した作品を着装し，着心地や

縫製の状態を確認する。 

 

 学
年
末
考
査 

【課題・提出物等】 

・作品，課題の提出 

【第３学期の評価方法】 

 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括

的評価を行う。 

【年間の学習状況の評価方法】 

※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。 

(２)  評価の観点，内容及び評価方法 
皆さんの学習状況は「知識・技能」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。 

評価の観点及び内容 評価方法 

知識・技術 

・ 洋服を中心とした被服の構成や製作に関する基礎的 

な知識を身につけているか 

・ 洋服製作に関する基礎的な技術を習得しているか 

・ 定期考査 

・ 作品 

思考・判断・表現 
・ 洋服について理解し，適切な選択のできる能力を身に 

つけているか 

・ 定期考査 

・ 実習中の態度 

主体的に学習に 

取り組む態度 

・ 洋服の歴史や構成に関心を持ち，積極的に実習に参加 

しているか 

・ 実習への参加の仕方や

態度 

・ 授業で使用するプリント 

【観点別学習状況の評価】 

「十分満足できる」状況と判断されるもの･････････Ａ 

「おおむね満足できる」状況と判断されるもの･････Ｂ 

「努力を要する」状況と判断されるもの･･･････････Ｃ 

（３） 担当者からのメッセージ 

確かな学力を身に付けるた

めのアドバイス 

・ 毎時間の積み重ねで，技術の差が出てくる。１時間１時間を大切に，意欲を

持って実習に取り組んで欲しい。 

授業を受けるに当たって守

ってほしい事項 

・ 提出期日は厳守すること。 

・ 時間いっぱい取り組むこと。 

・ 教科書・ファイル・プリント・作品等は自己管理すること。 

その他 
・ 実習の技術や，作業の進度など個人差はあると思いますが，目標に向かって 

努力を続けましょう。 
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フードデザイン 
単  位  数 ４  単  位 

学科・学年・学級 生活情報科 第２学年・生活コース 

１ 学習到達目標等 

学習の到達目標 

１ 日本の食生活の現状と課題を把握し，食事作りの喜びや集団での食事の楽しみを知り，輸入食品

によって支えられている食糧事情を理解し，食物を大切にする心を養う 

２ 栄養素の種類とはたらきについて理解し，それらの消化吸収過程を把握する 

３ 食事を総合的にデザインする能力と態度を育てる 

使用教科書・副教材等 

フードデザイン（実教） 

フードデザインワークノート（実教） 

家庭科問題集 食物編（全国高等学校家庭科教育振興会） 

２ 学習計画及び評価方法等 

(1)  学習計画等 

学 

期 

学 習 内 容 月 

学習のねらい 

評価基準 

備考（学習活動の特記

事項他） 

考

査

範

囲 

 
 
 
 
 
 
 

第 
 

１ 
 

学 
 

期 
 

第1章 健康と食生活 

１ 食事の意義と役割 

 (１)なぜ食べるのだろう

か 

２ 食を取り巻く現状 

 (１)自分の食生活を振り

返ろう 

 (２)栄養素等の摂取状況 

 (３)食の外部化 

 (４)食品はどこから来る

のか 

 (５)食生活と環境 

 (６)これからの食生活 

第２章 栄養素・食品の特徴 

 ５ 食品の選択と取り扱い 

  (１)食品の選択 

  (２)食品の衛生と安全 

 

４ 

 

 

 

５      

 

 

 

 

 

６       

 

 

７ 

 

・食べることは生きるためだけでなく，様々な意味を持

つことを理解し，食事と団らんの重要性を知る。 

 

 

・私たちの栄養の摂取状況について知る。 

・食の外部化や食料自給率の低下などの諸問題について

正しい知識を身につけ，「食」について自分なりの考

えを確立する。 

 

 

 

 

 

・食品を選択する際に注意するところを知る。 

・食中毒の危険性について知り，正しい予防方法を理解

する。 

 

 

 

 

 

○食物２級検定練習 

・実技 

・献立作成 

・筆記 

中
間
考
査 

期
末
考
査 

【課題・提出物等】 

 定期考査の訂正ノート，調理実習記録（プリント），ノート・ファイル（学期末） 

【第１学期の評価方法】 

※ 学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

第 

２ 

学 

期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 
 

２ 
 

学 
 

期 

第２章 栄養素・食品の特徴 

 ５ 食品の選択と取り扱い 

  (３)食の安全制度と情報 

 １ 栄養素の働き 

  (１)からだの仕組み，栄養

素の役割 

  (２)消化・吸収 

  (３)からだの維持 

 ２ 健康に必要な栄養素 

  (１)炭水化物  

(２)脂質 

  (３)たんぱく質    

 

９ 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

 

・食品に記載された情報の正しい見方を知り，食品選択

に役立てることができるようになる。 

・食物摂取の必要性や，健康を維持するために必要な栄

養摂取量，ライフステージごとの栄養摂取の特徴を理

解する。 

・各栄養素の種類と栄養的意義，それらの栄養素を含む

食品について理解する。 

・各栄養素の代謝経路と役割を理解する。 

・各栄養素の必要性を理解し，バランスよく摂取する重

要性を理解する。 

 

○食物２級検定練習 

・実技 

・献立作成 

・筆記 

中
間
考
査 

○食物２級検定 

・実技 

・献立作成 

・筆記 

 期
末
考
査 

【課題・提出物】 

定期考査の訂正ノート，調理実習記録（プリント），ノート・ファイル（学期末），2級献立 
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【第２学期の評価方法】 

※ 学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を
行う。 

 
 
 
 
 

第 
 

３ 
 

学 
 

期 

第２章 栄養素・食品の特徴 

 ２ 健康に必要な栄養素 

(４)ビタミン  

(５)無機質 

  (６)水，その他 

 

１ 

 

２  

 

３ 

 

・各栄養素の種類と栄養的意義，それらの栄養素を含む

食品について理解する。 

・各栄養素の代謝経路と役割を理解する。 

・各栄養素の必要性を理解し，バランスよく摂取する重

要性を理解する。 

 

○調理実習 

・日本料理 

・西洋料理 

・中国料理 

学

年

末

考

査 

【課題・提出物等】 

定期考査の訂正ノート，調理実習記録（プリント），ノート・ファイル（学期末） 

【第３学期の評点方法】 

※ 学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価

を行う。 

【年間の学習状況の評価方法】 

 ※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。 

 

 

 

(2)  評価の観点，内容及び評価方法 

皆さんの学習状況は，「知識・技能」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します 

評価の観点及び内容 評価方法 

知識・技術 

・食生活に関する基礎的，基本的な知識を身につけているか。 

・食生活の充実・向上を図るために，必要な基本的基礎的な技術を

身につけているか。 

・定期考査 

・技術検定 

・実習における作業の状況 

思考・判断・表現 
・食生活を見直し，課題を見つけられるか。 

・課題解決を自ら考え適切な判断をしているか。 

・定期考査 

・授業で使用するプリント 

・発言や発表の仕方と態度 

主体的に学習に 

取り組む態度 

・食生活に関する知識・技術を習得するために自ら進んで学習活動

に参加しているか。 

・学習活動への参加の仕方や態度 

・実習への参加状況 

・課題に対する取り組み 

・授業で使用するプリント 

 

【観点別学習状況の評価】 
 「十分満足できる」状況と判断されるもの･････････Ａ 
 「おおむね満足できる」状況と判断されるもの･････Ｂ 
 「努力を要する」状況と判断されるもの･･･････････Ｃ 
 

 

３ 担当者からのメッセージ 

確かな学力を身に付けるためのア

ドバイス 

・授業の内容をしっかりと聞き，不明な点はそのままにせず質問をしましょう。 

・実習は事前の説明から内容をしっかりと把握しておきましょう。 

授業を受けるに当たって守ってほ

しい事項 

・授業に遅れないこと 

・エプロン・三角巾等の忘れ物をしないこと 

・調理実習の記録，反省，感想の記入は忘れずに行うこと 

その他 

実習の多い授業です。調理実習では，少しでも作業の時間を確保できるよう，チャイムより

前に調理実習室へ来て，着替えまで済ませておきましょう。 

食物技術検定2級の全員合格を目指して，皆で意識を高め合いながら頑張りましょう。 
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生活文化 
単  位  数 ２  単  位 

学科・学年・学級 生活情報科 第２学年・生活コース 

１ 学習到達目標等 

学習の到達目標 
実践的・体験的な学習活動を通して，日本文化である茶道・着付けに関する知識と技術

を習得させ，日本の文化や礼儀作法を大切にする態度を身につける 

使用教科書・副教材等 学校茶道 初級編 （財団法人 今日庵） 

２ 学習計画及び評価方法等 

(1)  学習計画等 

学 

期 

学 習 内 容 月 
学習のねらい 

評価基準 

備考（学習活動の特記事

項他） 考
査
範
囲 

第 

１ 

学 

期 
 

１ 茶道のこころ 

 

 

２ 実技編 

 

 

３ 実技 

４ 

５ 

６ 

       

７ 

・ 茶道を学ぶ上で大切な礼儀や，心得について理

解する。 

 

・ 茶道の道具，床の間，菓子などについての基本

的な知識を理解する。 

 

・ 割り稽古，盆略点前の実践 

 

期
末
考
査 

【課題・提出物等】 

 授業の記録ノート（毎時間授業終了時） 

【第１学期の評価方法】 

定期考査の得点，学習活動への参加状況・態度，実技の習得度を総合的に判断して評価します。 

第 

２ 

学 
期 

４ 茶道の成り立ち 

 

５ 茶席の心得 

 

６ 実技編 

 

７ 実技 

９ 

 

10  

 

11 

 

12 

・ 茶道の成立までの歴史や，茶道の歴史的な位置

づけ，伝統について知る 

・ 立ち居，振る舞いと客の心得を知る。 

・ 茶道の道具，床の間，菓子などについての基本

的な知識を理解する。 

 

・ 割り稽古，盆略点前の実践 

 

 

 

 

 

 

 

期
末
考
査 

【課題・提出物】 

 授業の記録ノート（毎時間授業終了時） 

【第２学期の評価方法】 

※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

第 

３ 

学 

期 

８ 茶道の基礎知識 

 

９ 浴衣の着付け 

 

10 浴衣の着付け実技 

１ 

 

２ 

 

３ 

・ 茶室，露地，茶花など，茶道の基礎知識を理解 

する。 

・ 浴衣の着付け，帯結びの基礎知識を理解し技術 

を身に付ける。 

・ 和服の起居動作やマナーについて，実習を通し 

て体験的に理解し実践できる。 

 

 

学
年
末
考
査 

【課題・提出物等】 

 授業の記録ノート（毎時間授業終了時） 

【第３学期の評点方法】 

※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

【年間の学習状況の評価方法】 

※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。  
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（２） 評価の観点，内容及び評価方法 

学習状況を，「知識・技能」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します 

評価の観点及び内容 評価方法 

知識・技能 
・茶道に関する基礎的・基本的な知識を身に付けるとともに，茶道

の実践的な技能の習得ができている。 

・定期考査 

・学習活動への参加の仕方や態度 

思考・判断・表現 
・茶道ついて，基礎的基本的な知識を身に付け，より向上するため

に工夫し自ら考え選択することができる。 
・学習活動への参加の仕方や態度 

主体的に学習に 

取り組む態度 
・茶道について興味・関心をもち，授業に積極的に参加している。 

・学習活動への参加の仕方や態度 

・出席状況 

【観点別学習状況の評価】 

 「十分満足できる」状況と判断されるもの･････････Ａ 

 「おおむね満足できる」状況と判断されるもの･････Ｂ 

 「努力を要する」状況と判断されるもの･･･････････Ｃ 

 

 

（３） 担当者からのメッセージ 

確かな学力を身に付けるためのア

ドバイス 

・積極的に授業に参加すること 

・繰り返し点前の練習をし，頭とからだの両方で身に付けること  

授業を受けるに当たって守ってほ

しい事項 

・非常勤の先生に来て頂き行う授業です。時間厳守で始められるようにしましょう。 

・教科書，ファイルは必要なときにすぐ出せるよう，決まった場所へ保管しておき，テスト勉

強期間は必ず持ち帰りましょう。 

その他 

・茶道は初心者の生徒がほとんどです。分からないことはその場で聞き，基本的なことから習

得していきましょう。 

・全員がお点前を習得できるよう，一生懸命取り組みましょう。 
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教   科 商業 科目 ビジネス・コミュニケーション 単位数 ２単位 

学   級 生活情報科 2学年 
教科書 

副教材 

ビジネス・コミュニケーション 

ビジネス・コミュニケーション準拠問題集 

教科の目標 

商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ビジネス

を通じ，地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力

を育成することを目指す。 

科目の目標 

商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ビジネス

におけるコミュニケーションに必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) ビジネスにおけるコミュニケーションについて実務に即して体系的・系統的に理解するとと

もに，関連する技術を身に付けるようにする。 

(2) ビジネスにおけるコミュニケーションに関する課題を発見し，ビジネスに携わる者として科

学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。 

(3) ビジネスを円滑に展開する力の向上を目指して，自ら学び，ビジネスにおいてコミュニケー

ションを図ることに主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

評価の観点 知識・技能：知 思考・判断・表現：思 主体的に学習に取り組む態度：主 

趣   旨 

実際のビジネスにおけるコミュニ

ケーションと関連付け，ビジネスの

様々な場面で役に立つコミュニケ

ーションに関する知識と技術を身に

付けている。 

ビジネスにおけるコミュニケーショ

ンに関する課題を発見するととも

に，コミュニケーションに関する理

論，成功事例や改善を要する事例

など科学的な根拠に基づいて工夫

してよりよく解決する力を養ってい

る。 

自らコミュニケーションについて学ぶ態

度及び組織の一員として自己の役割を認

識して当事者としての意識をもち，他者と

信頼関係を構築して積極的にビジネスに

おいて日本語や外国語を用いてコミュニ

ケーションを図る態度を養っている。 

第 １ 学 期 学 習 指 導 計 画 

月 学習項目 学習内容や学習活動 
評価の観点 評価基準(評価方法) 

知 思 主  

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

１編 

１章 企業の組織

と人間関係 

 

 

 

 

 

 

 

２編  

２章 応対に関す

るビジネスマナー 

 

 

 

 

 

１．企業の組織と意思決定 

 

２．業務の進行方法 

 

 

 

３．仕事に対する心がまえ 

 

４．人的ネットワークの構

築 

 

１．挨拶 

 

２．身だしなみ・表情・身

のこなし 

３．言葉遣い  

 

４．名刺交換と紹介 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

・組織の構造と意思決定の関係を理解する。(問題演習) 

・業務の適切な進行方法やそれを実践する重要性を理解す

る。(行動観察) 

・業務の効率化に必要なスケジュール管理方法法を理解す

る。(行動観察) 

・社会人としての心構えと良好な人間関係を築く必要性を理

解する。(行動観察) 

・人的ネットワークや顧客との信頼関係を構築することの重

要性を理解する。(行動観察) 

 

・場面に応じた挨拶やお辞儀を理解し，実践する。(行動観

察) 

・身だしなみ・表情・身のこなしなどを理解し，実践する。

(行動観察) 

・敬語やコミュニケーションの言葉など，適切な言葉遣いを

理解し，実践する。(行動観察) 

・名刺交換の方法と紹介のルールを理解し，実践する。(行

動観察) 
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６ 

 

 

 

 

７ 

  

 

 

 

 

 

 

５．訪問・来客の応対 

 

６．電話の応対 

 

７．席次のマナー 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

・訪問・来客の対応などを理解し，実践する。(ロールプレ

イング) 

・電話対応における適切なコミュニケーションを理解し，実

践する。(ロールプレイング) 

・席次のマナーについて，場所や立場に応じた適切な行動を

理解し，実践する。 (行動観察) 

中間考査 実施せず     

３章 交際に関す

るビジネスマナー 

 

 

 

 

 

４章 接客に関す

るビジネスマナー 

１．交際のマナー  

 

 

２．食事のマナー 

 

 

 

１．接客 

 

２．ホスピタリティの概念

と重要性 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

・冠婚葬祭の基礎知識，贈答・慶事・弔事などのマナーにつ

いて，場所や立場に応じた適切な行動を理解し，実践する。

(ロールプレイング) 

・食事のマナーの基本，西洋料理・日本料理・中国料理・立

食スタイルでのマナーについて，場所や立場に応じた適切な

行動を理解し，実践する。(行動観察) 

・効果的な接客に必要な知識や態度について理解し，実践す

る。(ロールプレイング) 

・ホスピタリティについて理解し外国人に対する接客の注意

点について考察する。(行動観察) 

期末考査      

考査返却      

生徒の学習状況 

の 評 価 方 法 

定期考査の点数を中心に「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取

り組む態度」の３つの観点で総合的に評価します。 

第 ２ 学 期 学 習 指 導 計 画 

月 学習項目 学習内容や学習活動 
評価の観点 評価基準(評価方法) 

知 思 主  

 

９ 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

３編  

５章 コミュ

ニケーション

の役割と思考

方法 

 

 

６章 ビジネ

スにおけるコ

ミュニケーシ

ョン 

 

 

 

 

 

 

１．コミュニケーションの役割

と種類 

２．ビジネスコミュニケーショ

ンの基本 

３．ビジネスにおける思考方法 

 

４．ディベート 

 

１．ディスカッション 

 

２．プレゼンテーション 

 

３．交渉 

４．苦情対応 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

・ビジネスコミュニケーションの役割と種類を学習し，その

重要性を理解する。(行動観察) 

・ビジネスコミュニケーションの場面と心得を理解する。(行

動観察) 

・論理的な考え方とビジネスにおけるフレームワークを理解

する。(行動観察) 

・ディベートの方法を理解し，主体的に活動に参加する。(行

動観察) 

・ディスカッションの方法や意義を理解し，討論することが

できる。(行動観察) 

・プレゼンテーションツールを使い，分かりやすい発表を行

うことができる。(行動観察) 

・交渉，苦情対応など場面に応じた適切な行動を理解し，実

践する。(行動観察) 

 

 中間考査 実施せず     
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11 

 

 

 

 

 

 

 

12 

７章 コミュ

ニケーション

とビジネスス

キル 

 

 

 

 

４編  

８章 企業活

動のグローバ

ル化 

１．会議 

 

 

２．文書におけるコミュニケー

ション 

 

 

 

１．国際化の進展とビジネス 

 

 

 

 

２．国際ビジネスにおけるコミ

ュニケーション 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

・会議の目的と種類，基本的な流れや会場設営，議事の進め

方や議事録の作成方法などについて理解する。(行動観察) 

・文書の種類と内容，社外文書・社内文書の作成方法，電子

メールの利用，はがきや封筒の書き方や郵便物の特殊なサー

ビスなどについて理解する。(行動観察) 

 

・市場の国際化，ビジネスシーンの国際化について理解する。

(行動観察) 

・ビジネスに必要な英語について自ら学び，ビジネスにおけ

る外国人への対応に主体的かつ協働的に取り組む。(ロール

プレイング) 

・ノンバーバルコミュニケーションの重要性について理解す

る。(行動観察) 

・コミュニケーションツールとしての英語について理解す

る。(行動観察) 

・ビジネスに必要な英語について自ら学び，ビジネスにおけ

る外国人への対応に主体的かつ協働的に取り組む。(ロール

プレイング) 

期末考査      

 考査返却     

生徒の学習状況 

の 評 価 方 法 

定期考査の点数を中心に「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取

り組む態度」の３つの観点で総合的に評価します。 

第 ３ 学 期 学 習 指 導 計 画 

月 学習項目 学習内容や学習活動 
評価の観点 評価基準(評価方法) 

知 思 主  

１ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９章 ビジネスの

会話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．国内での接客 

 

 

２．入国 

 

 

３．商談と会議 

 

 

４．帰国 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

・国内で外国人を接客する際に必要となる英語について実務に

即して理解する。また，関連する技術を身につける。(行動観

察)(ロールプレイング) 

・外国に入国する際に必要な英語について実務に即して理解す

る。また，関連する技術を身につける。(行動観察)(ロールプ

レイング) 

・商談や会議を行う際に必要な英語について実務に即して理解

する。また，関連する技術を身につける。(行動観察)(ロール

プレイング) 

・ホテルのチェックアウトから空港での出国手続に至るまで帰

国の際に必要な英語について実務に即して理解する。また，関

連する技術を身につける。(行動観察)(ロールプレイング) 

生徒の学習状況 

の 評 価 方 法 

定期考査の点数を中心に「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り

組む態度」の３つの観点で総合的に評価します。 

３ 担当者からのメッセージ 

 正しい知識に基づいた自己の判断が重要となります。主体的な態度をもって取り組みましょう。 

コミュニケーションを構築する上で様々な観点からアプローチします。それらを活用し工夫しながら学習する態度が不可欠です。 
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単 位 数 ３単位

「商品開発14と流
通」 学科・学年 生活情報科 第２学年

１ 学習到達目標等

１ 商品開発と流通について実務に即して体系的・系統的に理解するとと

もに，関連する技術を身につけます。

学習の到達目標 ２ 商品開発と流通に関する課題を発見し，ビジネスに携わる者として科

学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養います。

３ ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自ら学び，商品開発と

流通に主体的かつ協働的に取り組む態度を養います。

使用教科書・副教材等 商品開発と流通（実教出版）

２ 学習計画及び評価方法等

（１）学習計画等

学 単 元 名 月 学 習 の ね ら い 備 考 考

期
学 習 内 容 評 価 基 準

（学習活動の特記事項 他） 査

第１章 商品開発と流通の概要 ４ ○現代市場における商品開発と

１ 私たちの生活と商品 流通の概要について理解する。 中

２ 商品開発の意義と手順 〇商品開発と流通の意義と課題 間

３ 商品と流通との関わり について，現代市場の特徴と関 考

５ 連付けて理解する。 査
第２章 商品の企画 ○現代市場における商品開発と

１ 環境分析と意思決定の準備 流通について自ら学び，経済や

２ 市場調査 消費者の動向などを踏まえ，商

一 ３ 商品コンセプトの策定 品開発と流通に主体的かつ協働 期

４ 商品企画の提案 的に取り組む。 末

学 ６ 〇商品の企画について企業にお 〇地元企業の方か 考

ける事例と関連付けて理解する らの商品の企画に 査

期 とともに，関連する技術を身に ついての講座の実

７ つける。 施。

〇商品の企画に関する課題を発

見し，それを踏まえ，科学的な

根拠に基づいて，商品を企画し

て実施し，評価・改善する。

〇商品の企画について自ら学び，

経済や消費者の動向の動向など

を踏まえ，商品の企画に主体的

かつ協働的に取り組む。

【課題・提出物等】

１ 授業の中で使用するプリント

２ 次の(1)，(2)を定期考査終了時に提出してください。

(1) 各授業の板書内容と興味・関心を持った事柄をノートに記入し，提出します。

(2) 課題実習を出力したファイルを提出します。

【第１学期の評価方法】

１ 考査の成績，プリントなどの提出物の内容，学習活動への意欲・態度などで評価します。

２ 学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評

価を行う。
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第３章 事業計画の立案 ９ 〇商品開発と流通に係る事業計 〇地元企業へ商品

１ 事業計画の概要 画について企業における事例と 企画のプレゼンテ 中

２ 価格計画 関連付けて理解するとともに， ーションによる提 間

３ 流通計画 関連する技術を身につける。 案。 考

４ プロモーション計画 〇商品開発と流通に係る事業に 〇地元企業と商品 査

５ 事業計画の作成 10 関する課題を発見し，それを踏 企画の協働。

二 まえ，科学的な根拠に基づいて， 〇地元イベントの

第４章 商品の開発 事業計画を立案して実施し，評 積極的な参加。

学 １ 商品仕様と詳細設計 価・改善する。 期

２ プロトタイプ 11 〇商品開発と流通に係る事業計 末

期 ３ 商品とデザイン 画について自ら学び，経済や消 考

４ ブランド 費者の動向などを踏まえ，商品 査

５ 知的財産権の登録 開発と流通に係る事業に主体的

12 かつ協働的に取り組む。

【課題・提出物等】

１ 授業の中で使用するプリント

２ 次の(1)，(2)を定期考査終了時に提出してください。

(1) 各授業の板書内容と興味・関心を持った事柄をノートに記入し，提出します。

(2) 課題実習を出力したファイルを提出します。

【２学期の評価方法】

１ 考査の成績，プリントなどの提出物の内容，学習活動への意欲・態度などで評価します。

２ 学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評

価を行う。

第５章 商品の販売 １ 〇流通とプロモーションについ 〇地元企業へ商品 学

１ 販売員活動 て企業における事例と関連付け 企画のプレゼンテ 年

２ セールスプロモーション ２ て理解する。 ーションによる提 末

三 〇流通とプロモーションに関す 案。 考

第６章 商品開発と流通に関わる る課題を発見し，それを踏まえ， 〇地元企業と商品 査

学 新たな展開 ３ 科学的な根拠に基づいて，流通 企画の協働。

１ 商品開発の新たな展開 とプロモーションに関する計画 〇地元イベントの

期 ２ 流通の新たな展開 を立案して実施し，評価・改善 積極的な参加。

３ 感覚を活かした商品開発・流 する。

通 〇流通とプロモーションについ

て自ら学び，経済や消費者の動

向などを踏まえ，流通とプロモ

ーションに主体的かつ協働的に

取り組む。

【課題・提出物等】

１ 授業の中で使用するプリント

２ 次の(1)，(2)を定期考査終了時に提出してください。

(1) 各授業の板書内容と興味・関心を持った事柄をノートに記入し，提出します。

(2) 課題実習を出力したファイルを提出します。

【３学期の評価方法】

１ 考査の成績，プリントなどの提出物の内容，学習活動への意欲・態度などで評価します。

２ 学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評 価

を行う。

【年間の学習状況からの評価方法】

各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。
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(２) 評価の観点，内容及び評価方法

皆さんの学習状況は，「知識・技能」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点

で評価します。

評価の観点及び内容 評価方法

商品開発と流通について実務に即して体 ・ 定期考査

知識・技能 系的・系統的に理解し，商品の企画からプ ・ 授業の中で使用するプ

ロモーションまでの様々な場面で役に立つ リント

商品開発に関する知識と，流通の立場から

捉えた取引対象としての商品に関する知識

を身につけている。

商品開発と流通をはじめとした様々な知 発表の内容や仕方・授業

識や情報などを活用し，商品開発と流通の の中で使用するプリント

思考・判断・表現 動向や課題を発見するとともに，ビジネス

に関わる様々な立場に立って，妥当性と課

題などの視点から，科学的な根拠に基づい

て商品開発と流通に関する計画を立案した

り，提案したりしている。

ビジネスを適切に展開する力の向上を目 学習活動への参加の仕方

主体的に学習に 指して自ら商品開発と流通について学ぶ態 や態度・授業の中で使用す

取り組む態度 度及び組織の一員として自己の役割を認識 るプリント・ノート・配布

して当事者としての意識を持ち，他者と信 物の整理

頼関係を構築して積極的に関わり，商品開

発と流通に関する学習活動に責任をもって

取り組もうとしている。

【観点別学習状況の評価】

「十分満足できる」状況と判断されるもの･････････Ａ

「おおむね満足できる」状況と判断されるもの･････Ｂ

「努力を要する」状況と判断されるもの･･･････････Ｃ

３ 担当者からのメッセージ

確かな学力を身に付ける 商品開発と流通は，とても身近にある存在です。日ごろから，

ためのアドバイス 買い物やニュース，新聞などで商品開発と流通分野に関心を持ち

ましょう。

授業を受けるに当たって 欠席した場合は，その日のノートや配布されたプリントを級友

守ってほしい事項 から借りて写させてもらい，わからないところを教えてもらうこ

とが大切です。
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単 位 数 ２単位

「簿記」
学科・学年 生活情報科 第２学年情報コース

１ 学習到達目標等

１ 複式簿記の原理や日常発生する取引の記帳処理など，１年次に学んだ
学習の到達目標 内容を基礎として，さらに進んだ段階の簿記を理解します。

２ 株式会社の基礎的な知識を理解します。

使用教科書・副教材等 「新簿記」新訂版（実教出版）
最新段階式簿記検定問題集２級改訂版（実教出版）

２ 学習計画及び評価方法等
（１）学習計画等

備 考

学 学 習 内 容 月 学 習 の ね ら い （学習活動の特記事項，他 考
期 教科・総合的な学習の時間・ 査

特別活動等の関連など）

１ 特殊な商品売買の取引 ４ ・ 割賦販売・委託販売・未着 ・ １年次に学習
商品販売・試用販売の意味を した手形の記帳 中
明らかにし，それぞれの記帳 について，理解 間
のルールを理解させて，習熟 の再確認を図り 考

２ 特殊な手形の取引 ５ を図ります。 ます。 査
６ ・ 自己受為替手形の手形関係

を明らかにし，その記帳のル
一 ールを理解します。

・ 手形の書き換えの意味を明 期
学 らかにし，その記帳のルール 末

を理解します。 考
期 ・ 荷付為替手形の意味を明ら 査

かにし，その記帳を総合的に
３ 仕訳帳の分割 ７ 学習します。

・ 記帳の合理化と帳簿組織の
立案について理解を深めます。

・ 複合仕訳帳の仕組みとその
利点を理解します。

・ 特殊仕訳帳の意味を明らか
にし，現金出納帳・当座預金
出納帳・仕入帳・売上帳を特
殊仕訳帳として用いる場合の
記帳，集計，転記のしかたを
理解します。

【課題・提出物等】
１ 授業の中で使用するプリント。
２ 次の２つを定期考査後に提出します。
(1) 各授業の板書内容と興味・関心を持った事項をノートに記入し，提出します。
(2) 問題集を解答し自己採点したものを，提出します。

【第１学期の評価方法】
１ 中間考査と期末考査の成績，小テスト，プリント・問題集の提出物の内容，学習への意欲・
態度などで評価します。

２ 小テストで70％，ノート，プリントなどの提出で20％，学習の意欲・態度で10％の配分で
行います。
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４ ５伝票による記帳 ９ ・ ５伝票の集計・転記の仕方 ・ １年次に学ん 中
を理解します。仕入・売上伝 だ３伝票制を復 間
票の起票の仕方を理解します。 習させ，記帳の 考

５ 本支店の取引 10 ・ 伝票の集計と転記の仕方を 合理化について 査
理解します。 考えさせます。

６ 本支店の財務諸表の合併 11 ・ 支店会計の独立による本支
店間の取引及び本店集中計算 期
制度による支店相互間の取引 末

二 の記帳について理解します。 考
７ 決算整理 12 ・ 財務諸表の合併手続きにつ 査

いて考察します。
学 ８ 財務諸表の作成 ・ 本支店合併の損益計算書・

貸借対照表の作り方を理解さ ・ １年次に学ん
せ，その作成に習熟します。 だ決算を復習さ

期 ９ 株式会社の取引① ・ 前章で学習した決算整理事 せ，記帳法につ
項と関連させて，８桁精算表 いて学習します。
の作成について習熟します。

10 株式会社の取引② ・ 株式会社の設立および開業，・ 検定試験に向
増資したときの取引の記帳の けて総復習をし
仕方を理解します。 ます。

【課題・提出物等】
１ 授業の中で使用するプリント。
２ 次の(1)，(2)を定期考査終了後に提出してください。
(1) 授業の内容や興味・関心を持ったことを記入したノートを提出。
(2) 問題集の問題を解答し自己採点したものを提出します。

【２学期の評価方法】
１ 中間考査と期末考査の成績，小テスト，プリント・問題集などの提出物の内容，学習活動
への意欲・態度などで評価します。

２ 学期全体の評価は，中間と期末の定期考査の成績，小テストで70％，ノート，プリント，
問題集等の提出物の内容で20％，学習活動への意欲・態度で10％の配分でおこないます。

11 総合復習 １ ・ 検定試験２級の範囲を復習 ・ 検定の模擬問 学
しながら習熟します。 題を解き，検定 年

三 12 企業会計の基礎 ２ ・ 企業会計の意味，目的を理 試験に向けて学 末
解させ，企業会計が発達して 習を進めます。 考

学 ３ きた経緯を把握させる中で， 査
企業会計の基礎を学習します。

期 13 会計法規と企業会計原則 ・ 企業会計制度の意味とそれ
を支える会計諸則を理解しま
す。

・ 一般原則と重要性の原則に
ついて理解します。

【課題・提出物等】
１ 問題集を１月下旬までに提出します。
２ 学年末考査終了時にノート・問題集を提出します。

【三学期の評価方法】
１ 学年末考査の成績，ノート，問題集などの提出物，学習への意欲・態度などで評価します。
２ 学期全体の評価は概ね，学年末考査の成績で50％，ノート，問題集などの提出物等の内容
で30％，学習活動への意欲・態度で20％の配分で行います。

【年間の学習状況からの評価方法】
１ 学年末考査の成績，ノート，問題集などの提出物，学習への意欲・態度などで評価します。
２ 学期全体の評価は概ね，学年末考査の成績で50％，ノート，問題集などの提出物の内容で30％，
学習活動への意欲・態度で20％の配分で行います。

【年間の学習状況の評価方法】
３つの観点から評価した１学期の成績，２学期の成績及び３学期の成績を総合し，年間の学習成

績とします。
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・ ノートは，板書をそのまま写すのではなく，自分で考え
確かな学力を身に付ける たことや感じたこと，興味を持ったことをメモしたり，整
ためのアドバイス 理すると，学習に広がりが生まれます。

・ より合理的，能率的に記帳する方法を探究しながら学習
を進めることが大切です。

授業を受けるに当たって 欠席した場合は，その日のノートを級友から借りて写させ
守ってほしい事項 てもらい，わからないところを教えてもらうことが大切です。

(２) 評価の観点，内容及び評価方法

皆さんの学習状況は，「知識・技能」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点
で評価します。

評価の観点及び内容 評価方法

決算整理に関する基礎的・基本的な知識 ・ 定期テスト
知識・技能 を身に付け，作成した貸借対照表と損益計

算書の意義や役割を理解しているか。
企業における取引の記録・計算・整理に ・ 計算能力

関する基礎的・基本的な技術を身に付け， ・ 記帳練習問題
ビジネスの諸活動を計数的に把握し，適切
に処理しているか。

企業における取引の記帳・計算・整理に ・ 授業の中で使用するプ
関する諸問題の解決を目指して自ら思考を リント

思考・判断・表現 深め，基礎的・基本的な知識と技術を活用 ・ 練習問題
して適切に判断し，創意工夫する能力を身
に付けているか。

複式簿記の原理や日常発生する取引の記 ・ 学習活動への参加の仕
主体的に学習に 帳処理など，１年次に学んだことを基礎と 方や態度
取り組む態度 して，さらに進んだ段階の簿記を取り組も ・ 練習問題

うとしているか。 ・ ノート

３ 担当者からのメッセージ

・ 生徒の皆さん一人ひとりが物事を合理的に考え，処理していく能力や生活態度を身に付けるこ
とにつながります。

・ １年間の学習を通して，簿記の学習と経理業務や商品売買業などビジネスとの関わりが分かる
ようになり，将来，皆さんが社会人として生活していく上で大変役立ちます。

・ 学習を通して，簿記検定試験２級を受験し，資格取得が可能になっています。
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「原価計算」 
単  位  数 ４  単  位 

学科・学年・学級   生活情報科 第２学年情報コース 

１ 学習到達目標等 

 

学習の到達目標 

１ 製造業における原価計算及び会計処理に関する知識と技術を習得させ，原価の概念について理解

させる。 

２ 原価計算から得られる情報を活用する能力と態度を育てる。 

使用教科書・副教材等 原価計算（実教出版）最新段階式簿記検定問題集１級原価計算改訂版（実教出版） 

２ 学習計画及び評価方法等 

(1)  学習計画等 

学 

期 

学 習 内 容 月 学習のねらい 

備考（学習活動の特記事

項，他教科・総合的な学

習の時間・特別活動等と

の関連など） 

考

査

範

囲 

 
 
 
 
 
 
 

第 
 

１ 
 

学 
 

期 
 

第１編  

原価計算の基礎 

 

第２編  

原価の費目別計算 

 

４ ・工業簿記における勘定記入の特徴を理解させる。 

 

・工業簿記に特有な勘定科目とそれぞれの記帳方法

を理解させる。 

 

・工業簿記の一連の記帳手続きを学習させることに

より，    全体的な構造を理解させる。 

・問題集等の提出。 

・小単元ごとの小テス

ト。 

・工業簿記と商業簿記と

の違いについて理解

を深めます。 

中
間
考
査 

 

５ 

・小単元ごとの小テス

ト。 

・問題集等の提出。 

・計算を要する問題ばか

りなので計算ミスが

ないように 

注意します。 

期
末
考
査 ６ 

 
７ 

【課題・提出物等】 

１  反復式問題集や検定試験用問題集を総合的な復習の教材として利用し，提出・確認を行います。 ２ 小テストや間違い

直しを記入したノートなどの提出・確認を行います。 ３  配付した資料・練習問題などの提出・確認を行います。 

【第１学期の評価方法】 

１ 中間考査は、考査の点数を評価として示します。 

２ １学期全体の評価は、中間考査と期末考査の点数・小テストなどの点数を合わせて70～80％程度評価し，模擬問題集など

の進捗度と理解度・間違い直しの正確性・宿題の達成度及び日頃の授業への意欲と学習に対する姿勢などを合わせて 20～

30％程度評価します。 

第 

２ 

学 

期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 
 

２ 
 

学 
 

期 
第３編 

原価の部門別計算と製品別計算 

 

第４編 

部門別原価計算の基礎 

 

第５編 

標準原価計算の基礎 

 

９ 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

・ 単純個別原価計算のしくみを理解させ， 
原価計算表の記入方法を理解させる 

 

・ 部門別個別原価計算の必要性を理解させる。部

門別個別原価計算の全体的な流れを再確認させ

る。生産形態の違いから，原価計算の方法も異な

ることを理解させる。 

・ 個別原価計算と総合原価計算の違いを明らかに

する。 

・ 総合原価計算の種類と全体的な手続きの流れを

理解させる。 

・ 製品の完成と販売，決算と本社・工場間の取引，

原価計算と経営管理，標準原価計算・直接原価計

算の方法についてします。 

・問題集等の提出。 

・小単元ごとの小テス

ト。 

 

 

 

 

 

 

中
間
考
査 

・問題集等の提出。 

・小単元ごとの小テス

ト。 

・全商簿記検定１級原価

計算の受検にあたり，

過去の問題等もしっ

かり学習します。 

 

期
末
考
査 
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 【課題・提出物】 

１ 反復式問題集や検定試験用問題集を総合的な復習の教材として利用し，提出・確認を行います。 ２ 小テストや間違い

直しを記入したノートなどの提出・確認を行います。 ３  配付した資料・練習問題などの提出・確認を行います。 

【第２学期の評価方法】 

中間考査は，考査の点数を評価として示します。２学期全体の評価は，中間考査と期末考査の点数・小テストなどの点数を

合わせて70～80％程度評価し，模擬問題集などの進捗度と理解度・間違い直しの正確性・宿題の達成度及び日頃の授業への意

欲と学習に対する姿勢などを合わせて20～30％程度評価します。 

 
 
 
 
 

第 
 

３ 
 

学 
 

期 

第６編  

直接原価計算の基礎 

 
１ 

・直接原価計算をすることで，損益分岐図表により，売

上高・原価・利益の関係を理解させる。検定の合否の

判定により，合格の生徒は上級の学習，不合格の生徒

は復習学習に分かれます。 

・検定の合否によっ

て取り組みが異な

ってきますが，何

をすべきかしっか

り判断します。 

 

学

年

末

考

査 
２ 

 

３ 

【課題・提出物等】 

・復習用に課す宿題プリント。 

・授業時に使用する問題集の提出。 

【第３学期の評価方法】 

中間考査は，考査の点数を評価として示します。２学期全体の評価は，中間考査と期末考査の点数・小テストなどの点数を

合わせて70～80％程度評価し，模擬問題集などの進捗度と理解度・間違い直しの正確性・宿題の達成度及び日頃の授業への

意欲と学習に対する姿勢などを合わせて20～30％程度評価します。 

【年間の学習状況の評価方法】 

 学習状況は，後に示した３観点から評価した１学期の成績，２学期の成績，３学期の成績を総合的に判断し，年間の学習成績とし

て評価します。 

 

確かな学力を身に付けるためのア

ドバイス 

・その時間に学ぶことを教科書で説明して，その後問題を解いていきます。解き方だけを覚え

るのではなく，内容をしっかり理解したうえで問題を解きましょう。 

 

・問題集は類題がたくさんあります。内容が理解できたら，類題をたくさん解くことでより一

層理解が深まります。 

授業を受けるに当たって守ってほ

しい事項 

・内容を聞く時と問題を解く時のメリハリをしっかりつけましょう。先生の指示をしっかり聞

いたうえで，自分がやらなければならないことに取り組んでください。 

 

(2)  評価の観点，内容及び評価方法 

皆さんの学習状況は，「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します 

評価の観点及び内容 評価方法 

知識・技能 
基礎的・基本的な技術を身に付け，数計的に把握し，その成果を的

確に財務諸表を作成して示すことができる。 

・問題集の記入状況。 

・小テスト 

思考・判断・表現 

資格取得の選定の際多種にわたり選定し無理な計画は立てなかった

か。また，逆に安易な計画ではなかったか。問題解決にあたり，担当

教師に積極的に質問しその指導を素直に聞き入れ，取り組んだか。 

・発言や発表の内容，教科書や問

題集の記入状況。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

 毎回欠席・遅刻なく出席し，課題等の提出は期限を守ったか。課題

以外の問題にも意欲的に取り組んだか。 

・発言や発表の内容。 

・提出物への取り組み状況。 

 

 

３ 担当者からのメッセージ 

原価計算の授業では，企業が仕入れた材料などを使って製品をつくる活動であり，そうした活動を含む企業の経営成績や財政状態

を明らかにする方法を学びます。原価計算を学び，企業経営における会計の役割を，より広い角度から把握できるようになります。

また，１月には検定試験も控えています。日々の授業を大切にして，検定に合格できるように学習していきましょう。 
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「情報処理」 
単  位  数 ２  単  位 

学科・学年・学級 生活情報科 第 ２ 学年 

１ 学習到達目標等 

学習の到達目標  商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，企業において

情報を適切に扱うために必要な資質・能力を身につける。 

使用教科書・副教材等 情報処理（実教出版） 全商ビジネス文書検定模擬問題集３級（実教出版） 

２ 学習計画及び評価方法等 

(1)  学習計画等 

学 

期 

単 元 名 

学 習 内 容 
月 

学 習 の ね ら い 

評 価 基 準 

備 考 

（学習活動の特記事項，他） 

考

査

範

囲 

 

第 
 

１ 
 

学 
 

期 
 

3 情報の集計と分析 

(4) 情報の整列・検索・抽出 

(5)  問題の発見と解決の方法 

 

 

4 ビジネス文書の作成 

(1) ビジネス文書と表現 

 

４ 
 
 

５ 
 
 

６ 
 
 

 

・大量のデータを目的に応じた利用しやすい形で

活用するために，表計算ソフトのデータベース

機能を利用して，整列や検索，抽出の技法につ

いて理解させる。 

 

・文書情報がコミュニケーションの重要な手段と

して，ビジネスの諸活動の中で果たしている役

割や種類について理解させる。 

・ガイダンスをよく理解

し，無理のない目標設定

を立てましょう。 

 

 

 

中
間
考
査 

期
末
考
査 

【課題・提出物等】 

 １ 課題   ２ 小テスト  

【第１学期の評価方法】 

学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

第 

２ 

学 

期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 
 

２ 
 

学 
 

期 

(2) 基本文書の作成 

(3) 応用文書の作成 

 

 

 

 

 

 

5 プレゼンテーション 

(1) プレゼンテーションの技法 

 

９ 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

・ワープロの利用に関する知識と技術を習得させ

文書の構成，構成要素の配置，文書作成の要領

について理解させる。 

 

・ワープロの多様な機能を利用して，表やグラフ

などを含む応用的な文書の作成に関する知識と

技術について理解させる。 

 

・ビジネス活動におけるプレゼンテーションの意

義を理解するとともに，基礎的な技法を身につ

けさせる。 

・ある条件と資料を参考に

して，リーフレットを作

成して，理解の定着を図

る。 

中
間
考
査 

期
末
考
査 

 【課題・提出物】 

１ 課題  ２ 小テスト  ３ 情報処理に関する実技 

【第２学期の評価方法】 

学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

 

第 
 

３ 
 

学 
 

期 

(2) ビジネスにおけるプレゼン

テーション 

 

１ 
 
 

２ 
 
 

３ 

・目的や形態によるプレゼンテーション方法の違

いにつて理解するとともに，プレゼンテーショ

ンソフトウェアを活用した実習を通して，資料

の作成などの発表準備から発表までの一連の活

動について理解を深めさせる。 

・各種ソフトウェアを適切

に活用し，様々な報告書

や文書を作成，または発

表する。 

 

学

年

末

考

査 

【課題・提出物等】 

１ 課題  ２ 小テスト  ３ 情報処理に関する実技 

【第３学期の評価方法】 

 学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

【年間の学習状況の評価方法】 

 各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。 
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(2) 評価の観点，内容及び評価方法 

皆さんの学習状況は，「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します 

評価の観点及び内容 評価方法 

知識・技能 
・企業において情報を扱うことについて実務に即して体系的・系統的に

理解するとともに，関連する技術を身につけている 

・ 定期考査 

・ 小テスト 

・ 練習問題集 

思考・判断・表現 
・企業において情報を扱うことに関する課題を発見し，ビジネスに携わ

る者として科学的な根拠に基づいて創造的に解決しようとしている。 

・ 実習課題 

・ レポート 

・ 練習問題集 

・ グループワークの取組 

主体的に学習に 

取り組む態度 

・企業活動を改善する力の向上を目指して自ら学び，企業において情報

を適切に扱うことに主体的かつ協働的に取り組もうとしている。 

・ 定期考査 

・ 検定試験の取得状況 

・ 授業出席，授業態度 

【観点別学習状況の評価】 

 「十分満足できる」状況と判断されるもの･････････Ａ 

 「おおむね満足できる」状況と判断されるもの･････Ｂ 

 「努力を要する」状況と判断されるもの･･･････････Ｃ 

 

３ 担当者からのメッセージ 

基本的技能や知識を理解し習得するだけでなく，それらを活用し工夫しながら学習する態度が不可欠です。 
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「ソフトウェア活用」 
単  位  数 ２  単  位 

学科・学年・学級 生活情報科 第 ２ 学年 

１ 学習到達目標等 

 

学習の到達目標 

１ 企業活動におけるソフトウェアの活用について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに，

関連する技術を身に付けている。 

２ 企業活動におけるソフトウェアの活用に関する課題を発見し，ビジネスに携わる者として科学的

な根拠に基づいて創造的に解決しようとしている。 

３ 企業活動を改善する力の向上を目指して自ら学び，企業活動におけるソフトウェアの活用に主体

的かつ協働的に取り組もうとしている。 

 

使用教科書・副教材等 ソフトウェア活用（実教出版） 全商情報処理検定模擬試験問題集３級（実教出版） 

２ 学習計画及び評価方法等 

(1)  学習計画等 

学 

期 

学 習 内 容 月 学習のねらい 
備考（学習活動の特記事

項，他） 

考

査

範

囲 

 
 
 
 
 
 
 

第 
 

１ 
 

学 
 

期 
 

1 企業活動とソフトウェア活用 

(1)ビジネスにおけるソフトウ

ェアの活用 

 (2)ビジネスにおけるソフトウ

ェアの進化 

  

  

４ 
 
 

５ 
 
 

６ 
 
 

７ 

・身近な事例を基にビジネスにおけるソフトウェ

アの活用を考える学習活動により，ソフトウェ

アの意義と重要性を理解させる。 

 

・ソフトウェアの進化が，社会に与える影響を考

える学習活動により，関連する知識を身につけ

させる。 

 

・Society5.0が実現しようとしている社会につい

て考察し，ソフトウェアの活用の例と目的を理

解させる。 

・ガイダンスをよく理解

し，無理のない目標設定

を立てましょう・ 

 

 

・観光ビジネスの分野につ

いても学習します。 

中
間
考
査 

期
末
考
査 

【課題・提出物等】 

 １ 情報処理検定問題集  ２ 小テスト ３ 情報処理検定に関する実技課題 

【第１学期の評価方法】 

１ 授業態度  ２ 定期考査 ３ 授業中の課題への取り組み状況及びその内容 ４ 検定へ向けた取り組み状況 

第 

２ 

学 

期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 
 

２ 
 

学 
 

期 

2 情報通信ネットワークの活用 

(1)情報通信ネットワークの導

入と運用 

 (2)情報資産の保護 

 

3表計算をソフトウェアの活用 

(1)表計算ソフトウェアを用い

た情報の集計と分析 

 

 

９ 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

・ネットワーク機器の機能や情報技術の進歩に伴

う通信手段の変化について理解し，それを活用

するコンピュータやプリンタをLANやインタ

ーネットに接続するための基礎的な方法や，情

報通信ネットワークのシステム障害に対処する

ための基本的な技術を身につけさせる。 

 

・表計算ソフトウェアを通して，情報の集計と分

析について理解させ，様々な集計方法，集計し

た情報から，分析結果を適切に表現する能力を

身につけさせる。 

・情報漏洩による被害例や

セキュリティ対策につい

て，身近な問題であること

を学習します。 

 

 

・ビジネス活動のどのよう

な場面で表計算ソフトを

活かしていくかを学習し

ます。 

中
間
考
査 

期
末
考
査 

 【課題・提出物等】 

 １ 情報処理検定問題集  ２ 小テスト ３ 情報処理検定に関する実技課題 

【第２学期の評価方法】 

１ 授業態度  ２ 定期考査 ３ 授業中の課題への取り組み状況及びその内容 ４ 検定へ向けた取り組み状況 
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第 
 

３ 
 

学 
 

期 

 (2)表計算ソフトウェアを用い

たオペレーションズ・リサ

ーチ 

 (3)手続きの自動化 

１ 
 
 

２ 
 
 

３ 

・表計算ソフトウェアを通して，オペレーション

ズ・リサーチの基礎を理解し，目的に応じて適

切な手法を活用する能力を身につけさせる。 

・これまで学んだ情報に関

する基礎知識を活用し，

自分の考えを表現しま

しょう。 

 

学

年

末

考

査 

【課題・提出物等】 

 １ 情報処理検定問題集  ２ 小テスト ３ 情報処理検定に関する実技課題 

【第３学期の評価方法】 

  １ 授業態度  ２ 定期考査 ３ 授業中の課題への取り組み状況及びその内容  

【年間の学習状況の評価方法】 

 年間の学習状況は，後に示した3つの観点から評価した1学期の成績，2学期の成績，3学期の成績を総合的に判断し，年間の

学習の成果として評価します。 

 

確かな学力を身に付けるためのア

ドバイス 

 基本的技能や知識を理解し習得するだけでなく，それらを活用し工夫しながら学習する態度

が不可欠です。 

 

(2)  評価の観点，内容及び評価方法 

皆さんの学習状況は，「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します 

評価の観点及び内容 評価方法 

知識・技能 

・企業活動におけるソフトウェアの活用について実務に即して体系的・

系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けている。 

 

・ 定期考査 

・ 小テスト 

・ 練習問題集 

・ 課題 

思考・判断・表現 

・企業活動におけるソフトウェアの活用に関する課題を発見し，ビジネ

スに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に解決しようとし

ている。 

・ 実習課題 

・ レポート 

・ 練習問題集 

 

主体的に学習に 

取り組む態度 

・企業活動を改善する力の向上を目指して自ら学び，企業活動における

ソフトウェアの活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。 

・ 学習活動への参加の仕方

や態度 

・ 配布物の整理 

 

３ 担当者からのメッセージ 

 現代社会において情報に関する知識・技能は生活に欠かせないものとなっています。主体的な態度をもって取り組みましょう。授

業を受けるにあたっては１ 始業時間を守る ２ 実習室内や情報機器を丁寧に扱い清潔に保つ ３ 授業時間内は十分に努力する 

の3点を心がけましょう・ 

 


